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手作りの「太閤干しもち」
　　　　　　寒餅づくり最盛期（Ｐ3）

今月の表紙



いみず野だより　２

30 年産米について議論が交わされる

平成 28 年産出荷契約米の最終精算について

支払日：平成 30 年１月 25 日

単位：円 / 60㎏、ＪＡ米、紙袋、税込

種類 銘　　柄 等　級 概　算　金 全農仮精算 全農共同計算 ＪＡ直売加算金 最終手取額

う
る
ち
米

コシヒカリ
１　級 １２,０００ ９４８ １６０ ８０ １３,１８８

２　級 １１,０００ １,３００ １６０ ８０ １２,５４０

てんたかく １　級 １０,５００ １,１３８ １５８ ８０ １１,８７６

平成28年産 ＪＡ直売米の共同計算追加支払について（ご案内）
　ＪＡいみず野では、ＪＡ直売米の販売収益を『ＪＡ直売加算金』として生産者の皆様にお支払いさせてい
ただきます。

　

12
月
25
日
㈪
午
前
10
時
よ
り
、
Ｊ
Ａ
い
み
ず
野

本
店
３
階
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
射
水
市
農
業
再

生
協
議
会
臨
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

水
元
睦
雄
会
長
よ
り
「
平
成
30
年
度
か
ら
は
、

国
に
よ
る
米
の
生
産
数
量
目
標
の
配
分
が
廃
止

さ
れ
る
が
、
当
協
議
会
と
し
て
は
、
富
山
県
農
業

再
生
協
議
会
と
協
調
し
、
国
が
策
定
す
る
30
年
産

米
穀
の
需
要
見
通
し
（
11
月
30
日
公
表
）
等
に
基

づ
き
、今
後
も
『
需
要
に
応
じ
た
米
生
産
』
と
『
水

田
フ
ル
活
用
』
を
進
め
た
い
」
と
述
べ
開
会
し
ま

し
た
。

第
1
号
議
案
　「
会
員
の
変
更
に
つ
い
て
」

第
2
号
議
案
　「
平
成
30
年
産
米
の
生
産
目
標
及

　
　
　
　
　
　
び
作
付
面
積
配
分
に
つ
い
て
」

第
3
号
議
案
　「
平
成
29
年
度
収
支
予
算
の
変
更

　
　
　
　
　
　（
案
）
に
つ
い
て
」

　

第
1
号
議
案
で
は
、
役
員
の
変
更
に
伴
う
会
員

変
更
に
つ
い
て

　

第
2
号
議
案
で
は
、
国
が
策
定
す
る
30
年
産
米

穀
の
需
要
見
通
し
等
の
情
報
提
供
に
よ
り
富
山

県
農
業
再
生
協
議
会
か
ら
当
協
議
会
に
対
し
『
平

成
30
年
産
米
の
生
産
目
標
（
参
考
情
報
）』
は
、

１
１
、８
１
８
・
６
７
６
㌧
（
前
年
同
数
量
）・
面

積
換
算
値
：
２
、１
０
１
ha
（
前
年
４
ha
増
加
）、

地
域
の
合
理
的
な
単
収
５
６
４
㎏
／
10
ａ
（
前
年

１
㎏
／
10
ａ
減
少
）
と
な
っ
た
こ
と
、
平
成
30
年

産
の
配
分
方
法
に
つ
い
て
は
、
従
来
通
り
集
落
等

に
一
律
配
分
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　

第
3
号
議
案
で
は
、
耕
作
条
件
不
利
地
支
援
事

業
の
実
施
に
伴
う
予
算
の
変
更
に
つ
い
て
、
担
当

者
か
ら
詳
細
な
説
明
後
、
審
議
し
、
全
案
承
認
さ

れ
ま
し
た
。　

　

報
告
事
項
と
し
て
、
経
営
所
得
安
定
対
策
補
助

金
等
の
交
付
状
況
、
生
産
調
整
実
施
計
画
書
作
成

に
伴
う
説
明
会
の
日
程
等
、
飼
料
米
は
、
管
内
に

実
需
者
が
無
い
こ
と
か
ら
積
極
的
に
は
取
り
組

ま
な
い
方
向
で
進
め
た
い
と
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。　

　

閉
会
に
あ
た
り
小
川
秀
明
協
議
会
副
会
長
よ

り
平
成
30
年
度
も
需
給
調
整
を
堅
持
実
行
す
る

こ
と
を
確
認
し
、「
現
在
、
新
聞
紙
面
等
の
報
道

で
は
『
減
反
廃
止
』
の
文
字
が
独
り
歩
き
し
て
い

る
が
、
参
集
頂
い
た
関
係
機
関
各
位
に
は
的
確
な

指
導
の
も
と
、
農
業
者
が
混
乱
し
な
い
よ
う
説
明

に
協
力
を
お
願
い
す
る
。」
と
挨
拶
が
あ
り
閉
会

し
ま
し
た
。

30
年
産
米  

生
産
目
標
は
前
年
同
数
量
、
一
律
配
分

射
水
市
農
業
再
生
協
議
会
　
臨
時
総
会



　

１
月
28
日（
日
）、
Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
本
店
３
階
大
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
平
成
29
年
に
住
宅
ロ
ー
ン
を
ご
利
用
さ
れ
た
方
を
対
象
に
、

「
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
説
明
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

説
明
会
で
は
、
確
定
申
告
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
、
新
築
・

リ
フ
ォ
ー
ム
時
の
特
別
控
除
に
つ
い
て
の
詳
細
な
説
明
や
当

Ｊ
Ａ
顧
問
税
理
士
の
折
橋
清
弘
先
生
へ
質
疑
応
答
の
時
間
が
あ

り
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
方
々
は
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
熱
心
に

聞
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
開
催
し
て
い
る
こ
の
説
明
会
は
住
宅
ロ
ー
ン
推
進
の
一

環
で
も
あ
り
、
お
客
様
か
ら
も
大
変
好
評
な
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
当
Ｊ

Ａ
で
は
、
顧

問
税
理
士
に

よ
る
「
税
務

相
談
日
」
を

設
け
て
い
ま

す
。

　

ご
希
望
の

方
は
ぜ
ひ
お

気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
下

さ
い
。 住

宅
借
入
金
等

特
別
控
除
説
明
会
開
催

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
お
近
く
の
支
店
ま
た
は

　
Ｊ
Ａ
い
み
ず
野　
総
務
課

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
７
６
６
）５
２
ー
０
０
２
３

当
Ｊ
Ａ
顧
問
税
理
士
に
よ
る

無
料
税
務
相
談

◆ 　

 

は
、
確
定
申
告
ま
で
の
相
談
日

（
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分
）

　

小
杉
地
区
の「
に
こ
に
こ
母
ち
ゃ
ん
寒
餅
加
工
部
」

の
寒
餅
作
り
が
、
Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
太
閤
山
支
店
黒
河

倉
庫
に
て
始
ま
り
ま
し
た
。

　

寒
中
の
季
節
恒
例
の
寒
餅
作
り
は
、
今
年
も
射
水

産
の
新
大
正
も
ち
を
使
っ
て
８
４
０
キ
ロ
の
餅
が
つ

か
れ
ま
し
た
。
餅
は
昆
布
、
ミ
カ
ン
、
ヨ
モ
ギ
、
紫

イ
モ
な
ど
が
入
っ
た
種
類
が
あ
り
、
赤
、
緑
、
黄
、

白
、
紫
と
色
も
き
れ
い
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。
長
さ

１
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
４
セ
ン
チ
、
幅
12
セ
ン
チ
に
固

め
た
餅
を
、
厚
さ
５
～
６
ミ
リ
に
切
り
分
け
、
１
本

の
ひ
も
で
15
枚
ず
つ
編
ん
だ
後
、
約
１
ヶ
月
半
倉
庫

内
で
吊
る
し
て
乾
燥
さ
せ
ま
す
。
倉
庫
内
は
カ
ラ
フ

ル
な
餅
の
カ
ー
テ
ン
で
彩
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

乾
燥
を
終
え
た

寒
餅
は
３
月
中
旬

か
ら
、
太
閤
山
の

地
名
に
ち
な
ん
で

「
太
閤
干
し
も
ち
」

と
名
付
け
て
出
荷

さ
れ
、
Ｊ
Ａ
い
み

ず
野
農
産
物
直
売

所「
菜
っ
ち
ゃ
ん
」

太
閤
山
店
・
新
湊

店
、
射
水
市
内
の

ス
ー
パ
ー
等
で
販

売
し
ま
す
。

　

ま
た
、
同
倉
庫

手
作
り
寒
餅
「
太
閤
干
し
も
ち
」

なつかしい農家のおやつ

で
漬
け
物
加
工
グ

ル
ー
プ
の
干
し
大

根
づ
く
り
も
最
盛

期
を
迎
え
、
メ
ン

バ
ー
の
畑
か
ら
収

穫
さ
れ
た
新
鮮
で

安
全
・
安
心
な
野

菜
を
使
っ
た
漬
物

が
、
漬
け
上
が
り

次
第
順
次
出
荷
さ

れ
ま
す
。

　

昔
は
ど
こ
の
軒

先
に
も
つ
る
さ
れ

て
、
各
家
庭
の
味

が
あ
っ
た
寒
餅
で

す
が
、
手
間
を
か
け
た
保
存
食
が
時
代
と
共
に
減
っ

て
き
て
い
ま
す
。
昔
な
つ
か
し
い
農
家
の
お
や
つ
を

ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

　

●
太
閤
干
し
も
ち
価
格
●

　

・
30
枚
入
り　

１
、２
０
０
円　（
税
込
）

　

・
15
枚
入
り　
　
　

６
０
０
円　（
税
込
）

　

・
10
枚
入
り　
　
　

４
０
０
円　（
税
込
）

　

●
注
文
・
お
問
い
合
わ
せ
●

　

○
Ｊ
Ａ
い
み
ず
野「
菜
っ
ち
ゃ
ん
」太
閤
山
店

　
　
　
　
　
　

☎
０
７
６
６

－

５
６

－

１
８
５
２

　

○
Ｊ
Ａ
い
み
ず
野「
菜
っ
ち
ゃ
ん
」新
湊
店

　
　
　
　
　
　

☎
０
７
６
６

－

８
４

－

８
８
１
８

つきたてのもちを型に詰める

電子レンジ２分でサクサクに！

３　いみず野だより

28 29 30 31 1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 1 2 3

SUN MON
February2

TUE WED THU FRI SAT

25 26 27 28 1 2 3
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18 19 20 21 22 23 24
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SUN MON
March3

TUE WED THU FRI SAT

▲ 15枚入



いみず野だより　４

　

１
月
20
日
（
土
）、
農
産
物
直
売
所
「
菜
っ

ち
ゃ
ん
」
新
湊
店
に
て
、「
大
寒
フ
ェ
ア
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
１
月
20
日
の
「
大

寒
」
に
あ
わ
せ
て
、
野
菜
の
出
荷
量
が
少
な
く

な
る
冬
季
間
に
、
お
い
し
い
地
元
の
野
菜
を
消

費
者
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
企
画
さ
れ

ま
し
た
。

　

富
山
県
は
県
産
冬
野
菜
の
生
産
振
興
や
販
路

拡
大
を
目
的
に
「
と
や
ま
の
カ
ン（
寒
）・
カ
ン

（
甘
）
野
菜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
積
雪
の
多
い
冬
場
は
、
野
菜
生
産
量

が
少
な
く
な
る
た
め
、
農
家
は
自
家
消
費
用
と

し
て
積
雪
を
利
用
し
て
野
菜
を
保
存
し
た
り
、

低
温
化
で
ゆ
っ
く
り
育
て
た
り
な
ど
、
様
々
な

工
夫
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
野
菜
は
寒
気
に

あ
て
る
こ
と
で
、
通
常
の
栽
培
方
法
に
比
べ
甘

く
て
美
味
し
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

店
内
に
は
、
今
が
旬
の
ダ
イ
コ
ン
や
ハ
ク
サ

イ
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
イ
チ
ゴ
の
他
、
生
育
途
中
に

寒
気
に
さ
ら
す
と
甘
み
が
増
す
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

の
特
徴
を
生
か
し
た「
寒
締
め
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
」

な
ど
が
並
ん
で
い
ま
し
た

　

同
フ
ェ
ア
で
は
、
地
元
の
冬
野
菜
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
っ
た
熱
々
の
野
菜
ス
ー
プ
が
振
る
舞
わ

れ
、
大
変
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

直
売
所 

菜
っ
ち
ゃ
ん

「
大
寒
フ
ェ
ア
」開
催

熱々の野菜スープおいしいね♥

寒締めホウレン草

　

Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
味
噌
加
工
グ
ル
ー
プ

（
石
川
芳
子
代
表
）
に
よ
る
み
そ
造
り
が
、

最
盛
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

材
料
と
な
る
米
と
大
豆
は
す
べ
て
射

水
産
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
と
エ
ン
レ
イ
を

使
用
し
、
無
添
加
、
減
塩
で
、
地
産
地
消

と
安
全
安
心
な
味
噌
造
り
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

み
そ
造
り
は
、
寒
さ
が
厳
し
い
こ
の
時

期
が
空
気
中
の
雑
菌
が
少
な
く
仕
込
み
に

最
も
適
し
て
い
ま
す
。
今
シ
ー
ズ
ン
は
昨

年
12
月
か
ら
今
年
2
月
末
ま
で
約
10
ｔ
を

生
産
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
日
も
１
８
０
㎏
の
み
そ
を
仕
込
み

ま
し
た
。
蒸
し
た
コ
シ
ヒ
カ
リ
に
こ
う
じ

菌
を
混
ぜ
、こ
う
じ
造
り
か
ら
始
め
ま
す
。

射
水
産
大
豆
エ
ン
レ
イ
は
、
大
豆
本
来
の

お
い
し
さ
を
引
き
出
す
た
め
、
ゆ
で
な
い

で
蒸
し
て
い
ま
す
。
蒸
し
た
大
豆
に
麹
、

塩
、
水
を
加
え
、
機
械
で
ミ
ン
チ
状
に
し

て
、
た
る
に

詰
め
て
塩
を

ふ
り
ま
す
。

　

こ
の
仕
込

み
作
業
を
終

え
た
味
噌
は

半
熟
成
と
い

い
、「
半
熟
成
」

と
「
熟
成
」
の

２
種
類
を
出
荷

し
て
い
ま
す
。
半
熟
成
は
、
購
入
者
が
家

庭
で
寝
か
せ
て
熟
成
さ
せ
る
も
の
で
、
梅

雨
明
け
ご
ろ
か
ら
食
べ
ら
れ
ま
す
。
熟
成

は
、年
間
通
し
て
販
売
し
て
お
り
、今
シ
ー

ズ
ン
作
っ
た
も
の
は
温
度
管
理
の
も
と
加

工
場
で
熟
成
さ
せ
、
お
盆
頃
か
ら
販
売
し

ま
す
。

　

す
ぐ
に
食
べ
ら
れ
て
便
利
な
「
熟
成
味

噌
」は
当
Ｊ
Ａ
の
各
支
店
や
村
の
駅「
菜
っ

ち
ゃ
ん
」
太
閤
山
店
・
新
湊
店
で
販
売
し

て
い
ま
す
。ご
家
庭
の
味
が
楽
し
め
る「
半

熟
成
味
噌
」の
お
求
め
は
最
寄
り
の
支
店
、

ま
た
は
Ｊ
Ａ
い

み
ず
野
味
噌
加

工
グ
ル
ー
プ
ま

で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■ご注文・お問い合わせ
　最寄りの支店又は
　ＪＡいみず野味噌加工グループ
　TEL・FAX  ０７６６－５９－２３８８

・熟成味噌　　１キロ入り　463円（税込）
・半熟成味噌　10キロ　4,000円（税込）
（半熟成味噌は２月末までの注文販売のみ）

価 格

蒸した大豆をこうじ菌が活動しやすい温度まで冷ます

手造り無添加いみず産「　　　」
  仕込みが最盛期

大鍋で蒸された射水の大豆



５　いみず野だより

ャ レ ン ジ 農 業 体 験 2017チ

子　供　農　業　体　験　教　室

～五穀米を使ったカレー作りに挑戦～

第４回

　12 月２日㈯、ＪＡいみず野青年部・女性部・射
水市農業再生協議会による「チャレンジ農業体験
2017」の４回目が開催されました。
　最終回となる今回は、ＪＡいみず野新湊南支店に
おいて第３回で収穫した五穀米を使った料理教室を
行ないました。
　今回作る料理は、「みんなで作ったお米のカレー
ライス」「野菜サラダ」「手づくりドレッシング」です。
児童たちは、女性部や青年部の方たちが指導のもと、
５～６人編成の班に分かれて調理をしました。みん
な積極的に挑戦し、包丁を使って野菜の皮をむいた
り切ったりすることに徐々に手つきも慣れてきた様
子でした。
　サラダは高木青年部長の畑で収穫された、紫やオ
レンジ色のカリフラワーなど、珍しい西洋野菜をふ
んだんに使って盛り付けました。また、自分たちで

田植え、稲刈りをした五
穀米は、カレーの彩りのアクセントになっていて、
どの班もおいしそうに仕上がりました。
　今年度のチャレンジ農業は、毎日の食卓にのぼる
ご飯ができるまでの過程を年４回通して体験しても
らいましたが、参加者からは「楽しかった」「また
やりたい」といった感想をいただき、農業や食に対
する考え方に良い影響があったと期待されます。
　チャレンジ農業体験終了後、関係者は今年度の反
省点や好評だったことを踏まえ、来年度のチャレン
ジ農業に活かしていきたいと意欲的でした。

サラダは西洋野菜を使って色とりどりに

とっ
ても

美味
しい
です
！

　
組
合
員
の
皆
様
に
は
時
下
益
々

ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
平
素
は
格
別
の
ご
高
配

を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
さ
て
、
組
合
員
の
皆
様
の
組
合

員
資
格
に
変
動
が
生
じ
た
場
合
に

は
、
定
款
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
書
面
に
て
当
組
合
宛
に
そ
の

旨
ご
連
絡
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
組
合
員
資
格
の
変

動
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
お
手
数

で
す
が
当
組
合
の
最
寄
り
の
支
店

ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
組
合
員
資
格
の
変
動
は
、
組
合

員
資
格
を
喪
失
し
た
場
合
や
、
正

組
合
員
か
ら
准
組
合
員
に
、
ま
た

は
、
准
組
合
員
か
ら
正
組
合
員
に

資
格
が
変
動
し
た
場
合
が
該
当
し

ま
す
。

　
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

組
合
員
資
格
の

確
認
の
お
願
い

お
問
い
合
わ
せ
は
最
寄
り
の
支
店
ま
で

オレにまかせろ！ 大盛り♥大盛り♥



役
員
会
だ
よ
り

営
農
販
売
委
員
会
報
告

平
成
29
年
度
末
（
決
算
）
監
事
監
査
実
施
計
画

◆
協
議
事
項
◆

第
一
号
議
案　

平
成
28
年
産
Ｊ
Ａ
直
売
米
の
共
同
計
算
結
果
に
つ
い
て
（
案
）

第
二
号
議
案　
「FinTech

企
業
等
と
の
連
携
及
び
協
働
に
係
る
方
針
」
の
決
定

　
　
　
　
　
　

に
関
す
る
件

第
三
号
議
案　

共
済
事
業
の
共
同
実
施
に
関
す
る
契
約
の
再
締
結

　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て
（
案
）

第
四
号
議
案　

外
部
出
資
金
の
拠
出
承
認
に
つ
い
て

第
五
号
議
案　

出
資
口
数
の
減
少
申
込
に
つ
い
て

　

以
上
に
つ
い
て
協
議
し
、
全
議
案
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
報
告
事
項
◆

一
、
12
月
末
実
績
報
告
に
つ
い
て

　

以
上
に
つ
い
て
、
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

◆
協
議
事
項
◆

一
、
平
成
29
年
度
末（
決
算
）監
事
監
査
実
施
計
画（
案
）に
つ
い
て

二
、
監
事
監
査
規
程
改
正
の
当
Ｊ
Ａ
の
方
向
性
に
つ
い
て

　

以
上
に
つ
い
て
協
議
し
、
全
議
案
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

－

第
21
回
定
例
理
事
会

－

日
時　

平
成
30
年
１
月
22
日
㈪

　
　
　

午
後
３
時
よ
り

場
所　

Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
本
店
３
階
大
ホ
ー
ル

正組合員数　　　　　　　　　　　5,402人
准組合員数　　　　　　　　　　　8,257人
みなさまの貯金高　　　　1,336億16百万円
みなさまへの貸出金　　　275億61百万円
長期共済保有高　　　　　       3,085億18百万円
購買品供給高　　　　　　　33億59百万円
販売品販売高　　　　　　　26億72百万円

協同の力
ＪＡいみず野概況

（平成29年12月末日）

－

監　

事　

会

－
日
時　

平
成
30
年
１
月
22
日
㈪

　
　
　

午
後
１
時
30
分
よ
り

場
所　

Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
本
店
２
階
会
議
室

いみず野だより　６

ＪＡ自己改革に関する
全国一斉組合員アンケートへのご協力お願い

　JAグループは、「農業者の所得増大」、「農業生産の拡大」、「地域の活性化」の３つの基
本目標を掲げ、地域農業の振興や地域づくりに向けた自己改革に取り組んでいます。
　このたび、全国の JAグループでは、現在取り組んでいる自己改革に対する評価をお伺
いして、より一層、組合員の皆様の期待に応えられるよう、組合員アンケートを実施する
ことといたしました。選出されました組合員の方には、当 JA職員が自宅へ訪問させてい
ただきます。
　つきましては、本アンケートの趣旨をご理解いただき、ご協力賜りますようよろしくお
願い申し上げます。

●対象者：正組合員750名、准組合員750名の計1,500名
　　　　　　　　　　　（地区別組合員構成を考慮のうえ、無作為に抽出されます）
　　　　　　●期　間：２月中旬～３月上旬



女
の
正
月
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

お
腹
も
心
も
満
た
さ
れ
、「
今
年
も
『
ワ
ン
』

ダ
フ
ル
な
一
年
と
な
る
様　

健
康
に
気
を
付
け

て
元
気
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と
帰
路
に
つ
き

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
片
口
支
部
）

●
新
年
会
に
参
加
し
て

　

今
年
の
１
月
は
近
年
希
に
み
る
大
雪
が
続
き

ま
し
た
が
、
１
月
16
日（
火
）小
正
月
（
女
の
正

月
）
の
翌
日
の
冬
に
は
珍
し
い
快
晴
の
日
、
年

末
年
始
の
忙
し
か
っ
た
日
々
の
疲
れ
の
癒
し
と

親
睦
を
深
め
よ
う
と
、
片
口
支
部
の
新
年
会

に
参
加
し
ま
し
た
。
雪
道
の
為
、
会
場
の
呉
羽

ハ
イ
ツ
ま
で
に
は
少
々
時
間
が
か
か
り
ま
し
た

が
、
渋
滞
も
な
ん
の
そ
の
、
バ
ス
の
中
で
は
そ

れ
ぞ
れ
の
話
題
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
目
的

地
に
到
着
し
、
お
風
呂
に
ゆ
っ
た
り
と
入
り
、

楽
し
い
宴
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

運
ば
れ
て
く
る
お
料
理
に
つ
い
て
材
料
、
作

り
方
、
盛
り
付
け
等
、
さ
す
が
に
日
頃
の
食
事

担
当
の
皆
さ
ん
「
あ
々
だ
、
こ
う
だ
、
こ
う
だ

ろ
う
」
と
ま
さ
に
楽
し
い
料
理
教
室
の
様
で
し

た
。

　

途
中
、
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
、『
開あ

け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
』
で
盛
り
上
が

り
、
景
品
を
選
ぶ
の
も
楽
し
み
で
し
た
。(

中

身
は
同
じ
だ
っ
た
の
に　

ウ
フ
フ
…
…
…)

　

又
、
カ
ラ
オ
ケ
で
歌
っ
た
り
、
踊
っ
た
り
と

今
後
の
日
程

２
月
17
日
㈯　

食
と
農
を
考
え
る
集
い

３
月
２
日
㈮　

ほ
っ
と
サ
ロ
ン
（
川
口
）

　
　

６
日
㈫　

ほ
っ
と
サ
ロ
ン
（
赤
田
）

　
　

12
日
㈪　
農
山
漁
村
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　

13
日
㈫　

助
け
合
い
組
織
総
会

　
　

17
日
㈯　

女
性
部
総
会

７　いみず野だより

歯科衛生士事務所ピュアとやま　代表　精
せい

田
だ

　紀
き

代
よ

美
み
さん

（おんな　きよまろ）

開催日：３月 17日㈯
時　間：総会１時半～　講演２時～
演　題：「『口腔ケア』で長寿になろう」
　　　　（健康は口の中から、歯だけでなく口の中全体を清潔に）

【プロフィール】
現・石川県歯科医師会立歯科医療専門学校を卒業。
富山市保健所、県健康課を経て、現在歯科衛生士事務所ピュアとやま代表、歯磨きサロン　Ｔｅｅｔｈ　Ａｉ社長。	
歯科衛生士として、口の中の健康を保つ「口腔ケア」に力を注ぐ。
独自技法は、県内の介護施設 10カ所で誤嚥性（ごえんせい）肺炎による入院をゼロにするなど注目を集めている。
また、全国各地でお笑い出張公演も行っている。
笑育に学ぶ	 	 	 	
笑うことは、全身の健康に良いが、健口（お口の健康）には、もっと良い。
「おんなきよまろ」の芸名で 65歳に地域デビュー。
10年間、高齢者を口腔ケアした実績経験から「ぴんぴんころり」の術を見つけました。
笑いをふんだんに取り入れた、今日から実行できる「健口爆笑ライブ」を講演します。
是非、おんなきみまろ こと きよまろと「参加型笑ライブ」をご一緒に！！

女性部総会のご案内

▲新春の会席に舌鼓 ▲女の正月は大盛り上がり



いみず野だより　８

肥田  知久

信州・横谷峡 横谷温泉旅館のイメージ

「春の小布施散策と信州・渋温泉外湯めぐり」
ＪＡいみず野特選企画

日時 行　　　　　　　　　　　　程 食　事

3/30
㈮

貸切バスにて（ガイド無し）　　　　　　　
ＪＡいみず野管内＝小杉 IC＝信州中野 IC＝中野有料道路＝信州・渋温泉　大陽館ヤマト屋（泊）　夕 、朝食（巡浴手形付き）
　　12:30 出発　　　   　　休憩１回　　　　休憩１回　　　　　  15:30 頃「目洗湯、大湯」等〈九つの外湯・お風呂巡りでリフレッシュ〉

昼：×
夕：○

3/31
㈯

旅館＝直売所オランチェ（買物） ＝小布施ワイナリー（買物、町並み散策）＝信州フルーツランド（昼食）＝道の駅あらい（買物）＝高速道＝ＪＡいみず野管内
9:00　　　9:20～9:50　　　　　　　10:10～11:40　　　　　　　12:00～13:00　　　　　　13:40～14:20　   休憩１回　　16:30過ぎ

朝：○
昼：○

予定日程表 ※バスの座席は申込順とさせて頂きます。※下記コースは予定です。最終の日程表にてお確かめ下さい。

25名様（最少催行人員 20名）募 集 人 員

夕食１回・朝食１回・昼食１回食 事 条 件

ＪＡ添乗員が同行します添 乗 員

加越能観光（ガイド無し）利用バス会社

平成30年３月30 31日㈮～ 日㈯出 発 日

円（お一人様２～４名１室 和室）
　（2名1室は2,000円増し）

旅 行 代 金 26,400

【信州・渋温泉外湯のイメージ】

石畳の情緒溢れる温泉街を浴衣姿でのんびり散策。
渋温泉名物 外湯めぐりをゆっくりお楽しみ頂けます。

お問合せ先 いみず野農機センター TEL：52－0455 ／ 小杉農機センター TEL：55－1765 ／ 新湊農機センター TEL：82－8530

天よし亭いみず野農協本店

いみず野
農機センター

大門高校

八塚交差点

大門小学校東

至 高岡 至 富山

至 高岡 至 富山

北陸新幹線

11

●●●

射水市大門本江355

会場案内MAP

今
年
も
、

美
味
い
を

　
　

届
け
た
い
。

ドローン
展示コーナー

シミュレーション
体験してみよう！

富山づくしの
新しいお米

肥
料
は

な
に
が
い
い
か
な
？

新米の味はどうかな？

無 料

無 料

米の食味値
測定コーナー
「玄米」を一合
お持ち下さい

おいしいうどんの
ふるまいもあるよ！

肥料・農薬展示
相談コーナー

富
ふ

富
ふ

富
ふ

試食会

イベントもりだくさん！

全農レンタル機
展示説明

農業機械
  大展示会春の

（営農センター、射水カントリーエレベーター敷地内）

9:30〜17:00 9:30〜16:00
2018.3/2金・3/3土

いみず野農業機械センターところ
ご来場者の

みなさまに

粗品進呈
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